
山本　芳秀 議員
町の地域振興施策について
第６次五霞町総合計画に沿って積極的に進める

　「キラリ☆五霞町　快適で
居心地のよいまち」をスロー
ガンに持続可能なまちづくり
に向け、スピード感を持って
取り組むことが必要では。

問　スポーツイベント等を中
心とした地域活性化策につい
て問う。
教育次長 　昨年に開催され
ました「いきいき茨城ゆめ
国体五霞町ウオーキング大
会」では、多くの参加者、そ
して関係者の協力により、五
霞町の自然や歴史等を町外の
方々にも発信することができ
ました。この経験を生かし、
2019 国体記念として開催に
向け準備をしているところで
す。新型コロナウイルス感染
拡大の影響もあり、開催日に
ついては慎重に判断したいと
思います。

問　ごかみらい地区完了に伴
う、今後の開発構想について
問う。
都市建設課長 　五霞インター
チェンジ周辺地区土地区画整
理事業につきましては、平成
26 年 12 月に区画整理組合
の設立認可を経て、平成 27
年５月に造成工事に着手しま
した。現在、すべての事業が
終了し、令和３年２月の組合
解散に向け準備中です。今後
は、町の活性化と自主財源の
確保に向け、新たな開発適地
を選考し、できる限り早期に

事業化が図られるよう努力し
ていきたいと考えています。

問　今後の定住化対策につい
て問う。
まちづくり戦略課長 　町では、
20年後の定住人口を約7,000
人とする目標を立てました。そ
の実現に向け、良好な住環境
の確保を図るため、都市計画

における区域指定制度の調査
や空き家対策等への取組及び
若い世代への子育て支援策の
充実を図る取組を行っていま
す。また、コロナ禍の影響に
より地方への移住が加速する
という見方に対し、受け皿と
なるよう対策を講じていきた
いと思います。
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